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日本藻類学会第3回春季大会プログラム

9 :∞ 大会会長挨拶 片 田 実

講 演(午前の部)

A会 場

9: 15 (A-1) 土壌藻類の生態におよぼす除草剤の影響

1.藻類フロラおよび土壌のクロロフィル生産におよぼす影響

秋 山 優(島根大・教育・生物)

9: 30 (A-2) 土壌藻類の生態におよぼす除草剤の影響

2. Breached cellの再生現象および遊走子形成におよぽす影響

秋山 優(島根大・教育・生物)

9: 45 (A-3) 赤潮を構成する鞭毛藻の分類学的研究 1.気仙沼湾に出現する渦鞭毛藻の 1種について

o堀口健雄*・原 慶明*・藤田則孝柿・千原光雄*(*筑波大・生物，紳宮城気仙沼水試)

10 :∞ (A-4) 岩手県大船渡湾に分布する渦鞭毛藻のシストについて

o福代康夫*・橘高二郎事・平野礼次郎料(*北里大・水，柿東大・農)

10: 15 (A-5) 沖縄県石垣島の海藻植生

o大葉英雄・有賀祐勝(東水大・植)

10: 30 (A-6) 石垣島川平湾における海藻の現存量と光合成活性

o大葉英雄・有賀祐勝(東水大・槌)

10: 45 (A-7) 深所性および陰生緑藻のキサントフィルについて

影山明美・ o横浜康継(筑波大・下回臨海実験センター)

11 : 00 (A-8) 本邦産 Pandorinamorumについて

。楠元守・高木勝行・山崎久・渡辺建雄(神奈川県教育センター・生物)

11 : 15 (A-9) 南極産 Dunaliellasp.の培養例

綿貫知彦(神奈川県衛生研)

11 : 30 (A-10) 管状緑藻ハネモーツユノイト群 Bryopsis-Deゆesiacomplexの培養と生活史

。)沖縄産ハネモ属の 1新種とその生活史について

0高原隆明・千原光雄(筑波大・生物)

11 : 45 (A-11) ホソエガサの分枝状発芽

o Dirce Mithico YANO・今堀宏三・石川依久子伏阪大・教養・生物)

12 : 00-13 : 30 昼休み(評議員会)

A会場 講演(午後の部)

13 : 30 (A-12) タイ国のアマノリ類について

小河久朗(東北大・農)

13 : 45 (A-13) カイガラアマノリ葉状体の生長と光合成

0坂田能光・有賀祐勝・三浦昭雄(東水大・植)

14 : 00 (A-14) スサピノリの新しい型の色彩変異体について

。国藤恭正・三浦昭雄(東水大・植)

14 : 15 (A-15) スサピノリにみられる区分状斑入りキメラ禁状体の色彩型の組合わせについての考察

三浦昭雄(東水大・植)

14 : 30 (A-16) 紅藻イトフノリの生活史(予報)

諸星裕夫・増田道夫(北大・理・植)



14 : 45 (A-17) ハネイギスとイギスの培養並びに細胞学的観察

0能登谷正浩・簸 j隈(北大・水産)

15 : 00 (A-18) 紅藻イギス科ベニハネグサ属の一新種

梶村光男(島根大・理・臨海)

15: 15 (A-19) 英国産ソゾ属植物3種の形態

斎 藤 譲(北大・水産)

15: 30-15 : 45 休 憩

15 : 45 (A-20) 暖海産殻状褐藻類2種についての分類学的研究

o田中次郎・千原光雄(筑波大・生物)

16 :∞ (A-21) 舞鶴湾産ユセモヅタ属の一種(褐藻類ナガマツモ目)の生活史について

鯵坂哲朗(京大・農・水産)

16 : 15 (A-22) 千葉県小湊の漸深帯に生育するホンダワラ属海藻の成熟・卵放出期間

0中嶋泰・今野敏徳(東水大・植)

16 : 30 (A-23) 千葉県小湊の漸深帯に生育するホンダワラ属海藻の季節的消長

0中嶋泰・今野敏徳(東水大・植)

16: 45 (A-24) 土佐湾に自生するカ.ジメ属，ワカメ属について

大野正夫(高知大・海洋生物センター)

17 : 00 (A-25) ミツイシコンプとナガコンプの子嚢斑について

川嶋昭二(北海道立栽培漁業総合センター)

B 会場

13: 30 (B-1) 海産中心目建藻 Ditylumbrightwelliiにおける休眠胞子の形成過程について

0斎藤実・原慶明・千原光雄(筑波大・生物)

13 : 45 (B-2) Pinnularia sundaensis HUST.の殻壁の微細構造について

0南雲保*・小林弘**(*日歯大・生物，林東京学大・生物)

14: 00 (B-3) 浮滋珪藻 Thalassiosiradiporocyclusについて

高野秀昭(東海区水研)

14 : 15 (B-4) Gomphonιma sphaerophorumの変異型とその分布について

上山 敏キ・安藤一男**・ 0小林弘事伊東京学大・生物，林埼玉県立豊岡高校)

14: 30 (B-5) 羽状ケイ藻 Naviculaschroeteriの分類学的所見

印東弘玄*・ o寺尾公子事・福島 博伊東京女子体育大)

14: 45 (B-6) 羽状ケイ藻地m・'culacrypωcephala v. intermediaの分類学的所見

印東弘玄本・ o須貝敏英柿・福島 博(*東京女子体育大，料埼玉県公害センター.)

15 :αト15:15 休 憩

15: 15 (B-7) 河川の付着藻の夏季と冬季の比較，とくに酒匂川について

o福島博・小林艶子(横浜市大・理)

15: 30 (B目的 大阪湾海底堆積物中の珪藻遺骸について

0木村均・熊野茂(神戸大・理・生)

15: 45 (B-9) 水島湾沖における珪藻遺骸について

0大久保晶子h 熊野茂h 造力武彦柿(*神戸大・理・生，料大阪成撲女短大)

16 : 00 (B-10) 尼崎市左門殿川の珪藻遺骸について

0宮原幸子*・熊野茂*・造力武彦柿(*神戸大・理・生，料大阪成践女短大)

怒親会(学内， 17:3ο-19 : 30) 
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